
　

北
海
道
に
新
幹
線
を
。
そ
の
計
画
が

始
ま
っ
た
の
は
、昭
和
48
年
の
こ
と
だ
。

「
全
国
新
幹
線
鉄
道
整
備
法
」
に
基
づ

い
て
作
ら
れ
た
整
備
計
画
に
よ
り
、
青

森
市
〜
札
幌
市
間
に
新
幹
線
を
整
備
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

そ
の
う
ち
、
青
森
市
（
新
青
森
駅
）

〜
北
斗
市
（
新
函
館
北
斗
駅
））
間
は
、

平
成
17
年
に
工
事
実
施
計
画
が
認
可
・

着
工
さ
れ
、い
よ
い
よ
今
月
26
日
（
土
）

に
開
業
す
る
。

　

残
る
北
斗
市
〜
札
幌
市
間
に
つ
い
て

は
、
平
成
24
年
に
認
可
・
着
工
さ
れ
た
。

当
初
は
平
成
47
年
度
に
完
成
す
る
予
定

だ
っ
た
が
、
北
海
道
や
沿
線
自
治
体
な

ど
の
強
い
要
望
も
あ
り
、
平
成
27
年
１

月
14
日
に
５
年
前
倒
し
が
決
定
し
、
平

成
42
年
度
の
開
業
を
目
指
す
こ
と
と

な
っ
た
。

　

北
海
道
新
幹
線
の
整
備
計
画
が
始

ま
っ
て
か
ら
、
今
月
の
開
業
ま
で
に
要

３
月
26
日
（
土
）
北
海
道
新
幹
線
開
業
！

　

北
海
道
長
年
の
悲
願
で
あ
る
北
海
道
新
幹
線
が
い
よ
い
よ
今
月
26
日
に

開
業
す
る
。
ま
ず
は
北
斗
市
ま
で
の
開
業
だ
が
、
北
の
大
地
を
新
幹
線
が

走
る
日
が
つ
い
に
や
っ
て
き
た
。
今
月
の
特
集
で
は
、
北
海
道
新
幹
線
の

概
要
や
、
平
成
42
年
度
を
予
定
し
て
い
る
札
幌
延
伸
に
向
け
た
倶
知
安
町

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伝
え
る
。

北
海
道
新
幹
線
の
歩
み

　

北
海
道
新
幹
線
の
車
両
は
、
東
北
新

幹
線
の
車
両
（
E
５
系
）
を
ベ
ー
ス

に
し
た
新
車
両
（
H
５
系
）
だ
。
車

体
の
形
や
基
本
の
色
は
E
５
系
と
同

じ
だ
が
、
車
体
の
横
に
伸
び
る
帯
の
色

は
、
北
海
道
を
代
表
す
る
花
で
あ
る
ラ

イ
ラ
ッ
ク
や
ラ
ベ
ン
ダ
ー
な
ど
を
想

起
さ
せ
る
紫
色
（
彩
香
パ
ー
プ
ル
）
と

な
っ
て
い
る
。
内
装
の
一
部
も
北
海
道

独
自
の
デ
ザ
イ
ン
が
取
り
入
れ
ら
れ
て

い
る
。

　

東
京
〜
新
函
館
北
斗
間
を
10
両
編
成

で
走
る
。
普
通
車
８
両
（
定
員
６
５
８

名
）、グ
リ
ー
ン
車
１
両
（
定
員
55
名
）、

グ
ラ
ン
ク
ラ
ス
と
呼
ば
れ
る
新
幹
線
の

フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ
ス
が
１
両
（
定
員
18

し
た
時
間
は
実
に
43
年
。
札
幌
延
伸
ま

で
を
合
わ
せ
る
と
、
57
年
で
あ
る
。
実

に
半
世
紀
以
上
を
か
け
た
一
大
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
だ
。

北
海
道
を
走
る
新
車
両

－ 4－

名
）
の
構
成
で
走
り
、
最
大
定
員
は

７
３
１
名
と
な
っ
て
い
る
。

　

１
月
30
日
（
土
）
に
行
わ
れ
た
体
験

試
乗
に
参
加
し
た
西
江
町
長
は
、
搭
乗

し
た
感
想
を
次
の
よ
う
に
話
す
。

「
新
函
館
北
斗
か
ら
木
古
内
ま
で
の
間

を
走
り
ま
し
た
が
、
乗
り
心
地
は
と
て

も
良
く
、
わ
ず
か
12
〜
13
分
と
い
う
早

さ
で
着
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
速
度
も

あ
り
、
輸
送
力
も
高
い
新
幹
線
に
は
と

て
も
期
待
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も

ず
っ
と
思
っ
て
き
た
こ
と
で
は
あ
り
ま

す
が
、
実
際
に
乗
っ
て
み
て
、
早
く
倶

知
安
町
に
も
来
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い

を
よ
り
強
く
持
ち
ま
し
た
」



　

北
海
道
新
幹
線
は
、
新
青
森
〜
札
幌

間
が
全
面
開
通
し
た
場
合
、
全
長
約

３
６
０
㎞
に
及
ぶ
、
北
海
道
と
本
州
と

を
結
ぶ
大
動
脈
に
な
る
。

　

今
月
開
業
す
る
区
間
は
全
長
約

１
４
９
㎞
で
、
東
北
新
幹
線
の
終
点
で

あ
る
新
青
森
駅
か
ら
青
函
ト
ン
ネ
ル
を

通
過
し
、
木
古
内
駅
を
経
て
新
函
館
北

斗
駅
に
停
ま
る
（
地
図
実
線
部
分
）。

東
京
〜
新
青
森
間
を
走
る
東
北
新
幹
線

と
つ
な
が
る
形
に
な
る
た
め
、
終
点
の

東
京
駅
ま
で
乗
り
換
え
な
し
で
行
け
る

よ
う
に
な
る
。

　

新
函
館
北
斗
駅
に
は
、
１
日
13
本
の

新
幹
線
が
乗
り
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
東
京
駅
ま
で
の
往
復
が
１
日
10

本
、
仙
台
駅
、
盛
岡
駅
、
新
青
森
駅
ま

で
の
往
復
が
そ
れ
ぞ
れ
１
本
ず
つ
走

る
。

　

東
京
〜
新
函
館
北
斗
間
の
所
要
時
間

は
最
速
で
４
時
間
２
分
。
現
在
は
、
東

京
〜
函
館
間
を
新
幹
線
と
在
来
線
を
乗

り
継
い
で
約
５
時
間
30
分
か
か
る
の

で
、
１
時
間
以
上
の
短
縮
に
な
る
。

　

そ
の
他
の
主
要
駅
へ
の
所
要
時
間

は
、
下
図
を
参
照
し
て
ほ
し
い
。

　

平
成
42
年
度
に
札
幌
市
ま
で
延
伸
さ

れ
る
と
き
に
は
、
新
八
雲
駅
（
仮
称
）、

長
万
部
駅
、倶
知
安
駅
、新
小
樽
駅
（
仮

称
）
を
経
て
、
終
点
札
幌
駅
に
到
着
す

る
こ
と
に
な
る
（
地
図
破
線
部
分
）。

　

東
京
〜
倶
知
安
間
の
所
要
時
間
は
４

時
間
36
分
、
倶
知
安
〜
札
幌
間
は
25
分

を
想
定
し
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
、
現
在

あ
る
移
動
手
段
で
要
す
る
時
間
よ
り
１

時
間
以
上
短
縮
さ
れ
る
見
込
み
だ
。
平

成
23
年
度
に
実
施
し
た
町
民
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
札
幌
延
伸
後
に
新
幹
線
を
利

用
し
て
行
き
た
い
場
所
と
し
て
、
札
幌

市
や
関
東
圏
が
人
気
と
い
う
結
果
が
出

て
い
る
。
現
在
よ
り
１
時
間
以
上
も
短

縮
に
な
る
と
い
う
の
は
、
町
民
に
と
っ

て
魅
力
的
な
数
字
と
言
え
る
。

　　

北
海
道
新
幹
線
開
業
に
合
わ
せ
て
、

JR
江
差
線
の
五
稜
郭
〜
木
古
内
間
が
並

新
幹
線
の
ル
ー
ト
と
時
間

画像：北海道新幹線開業 NAVI

主要駅までの所要時間

※新函館北斗からの所要時間は、JR 北海道発表の時刻表から最速到達時間を引用
※倶知安からの所要時間（想定）は、国土交通省から引用
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新
函
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北
斗
か
ら
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時
間
２
分

倶
知
安
か
ら

４
時
間
36
分

新
函
館
北
斗
か
ら

２
時
間
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分

新
函
館
北
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１
時
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分

新
函
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北
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１
時
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分

倶
知
安
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48
分

倶
知
安
か
ら
25
分

平成 42 年度末開業予定区間平成 28 年 3 月 26 日開業区間

－ 5－

行
在
来
線
と
な
り
、
そ
の
営
業
が
JR
北

海
道
か
ら
分
離
さ
れ
、
第
三
セ
ク
タ
ー

鉄
道
で
あ
る
道
南
い
さ
り
び
鉄
道
株
式

会
社
で
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。

　

新
函
館
北
斗
〜
札
幌
間
の
開
業
時
に

は
、
JR
函
館
線
の
函
館
〜
小
樽
間
は
並

行
在
来
線
と
な
り
、
JR
北
海
道
か
ら
経

営
分
離
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　

現
段
階
で
は
、
分
離
後
の
運
行
体
制

は
決
ま
っ
て
い
な
い
が
、
在
来
線
の
存

在
は
沿
線
自
治
体
に
住
む
人
に
と
っ
て

生
活
を
支
え
る
移
動
手
段
で
あ
る
こ
と

か
ら
、道
で
は
沿
線
自
治
体
と
と
も
に
、

地
域
交
通
の
確
保
に
つ
い
て
検
討
を
進

め
て
い
る
。

新
幹
線
開
業
後
の
在
来
線



　

新
幹
線
開
業
に
よ
る
効
果
を
道
南
エ

リ
ア
だ
け
に
留
め
る
の
で
は
な
く
、
全

道
各
地
へ
と
波
及
さ
せ
る
た
め
の
取
り

組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

道
で
は
、
北
海
道
新
幹
線
二
次
交
通

等
整
備
事
業
を
進
め
て
お
り
、
今
年
度

は
、
道
南
地
域
と
渡
島
・
後
志
・
南
空

知
の
３
地
域
と
を
結
ぶ
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
充
実
を
検
討
し
て
い
る
。

　

昨
年
９
〜
10
月
に
か
け
て
、
新
函
館

北
斗
駅
か
ら
後
志
地
域
へ
の
都
市
間
バ

ス
の
運
行
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
、

バ
ス
会
社
と
提
携
し
、
函
館
〜
ニ
セ
コ

〜
倶
知
安
を
結
ぶ
都
市
間
バ
ス
「
し
り

べ
し
号
」
の
試
験
運
行
を
実
施
し
た
。

新
幹
線
開
業
効
果
を
全
道
へ

間
を
結
ぶ
特
急
列
車
を
、
現
行
９
往
復

か
ら
12
往
復
へ
と
増
便
す
る
こ
と
が
決

定
し
て
お
り
、
そ
の
全
て
が
新
函
館
北

斗
駅
に
停
車
し
、新
幹
線
と
接
続
す
る
。

　

バ
ス
に
つ
い
て
は
、
函
館
〜
札
幌
間

の
都
市
間
バ
ス
を
新
函
館
北
斗
駅
を
経

由
す
る
形
で
運
行
す
る
な
ど
、
新
幹
線

と
の
円
滑
な
接
続
を
図
っ
て
い
る
。

　

そ
の
他
に
も
、
レ
ン
タ
カ
ー
や
航
空

機
の
活
用
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
検
討
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。

　　

北
海
道
新
幹
線
が
開
業
す
る
こ
と
へ

の
、
町
内
の
期
待
は
大
き
い
。
そ
の
点

に
つ
い
て
、倶
知
安
観
光
協
会
理
事
で
、

宿
泊
業
を
営
ん
で
い
る
二
川
原
康
平
さ

ん
に
話
を
伺
っ
た
。

「
新
幹
線
を
利
用
し
て
陸
続
き
で
北
海

道
に
来
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
そ
の
手

軽
さ
を
求
め
て
高
齢
の
方
を
は
じ
め
、

今
ま
で
と
は
違
う
客
層
の
お
客
様
が
ニ

セ
コ
エ
リ
ア
を
訪
れ
て
く
れ
る
よ
う
に

な
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
」

　

そ
う
し
た
期
待
を
現
実
に
す
る
た
め

に
は
、
や
は
り
二
次
交
通
の
確
立
が
必

要
だ
と
話
す
。

「
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
に
来
る
人
の
多
く
は
、

　

開
業
日
に
運
行
を
開
始
す
る
の
は
間

に
合
わ
な
い
が
、
道
で
は
引
き
続
き
定

期
運
行
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
。

　

交
通
事
業
者
に
よ
る
取
り
組
み
も
盛

ん
だ
。
JR
北
海
道
で
は
、
函
館
〜
札
幌

ニ
セ
コ
だ
け
で
は
な
く
札
幌
ま
で
を
含

め
て
観
光
に
来
て
い
ま
す
。
新
函
館
北

斗
駅
か
ら
札
幌
ま
で
の
交
通
手
段
を
確

立
で
き
れ
ば
、
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
へ
の
集

客
に
も
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
」

　

二
次
交
通
の
充
実
に
欠
か
せ
な
い
要

素
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
続
け
た
。

「
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
を
は
じ
め
、
日
本
を

訪
れ
る
外
国
人
の
中
に
は
、
ジ
ャ
パ
ン

レ
ー
ル
パ
ス
※
を
利
用
し
て
い
る
人
が

多
く
い
ま
す
。
北
斗
市
か
ら
の
二
次
交

通
手
段
、
特
に
バ
ス
に
つ
い
て
、
ジ
ャ

パ
ン
レ
ー
ル
パ
ス
が
使
え
る
よ
う
に
な

れ
ば
、利
便
性
が
高
ま
る
と
思
い
ま
す
」

（
※
JR
グ
ル
ー
プ
６
社
が
共
同
で
提
供

す
る
パ
ス
で
、
鉄
道
・
路
線
バ
ス
が
乗

り
降
り
が
自
由
に
で
き
る
乗
車
券
。
海

外
か
ら
観
光
目
的
で
来
日
し
た
人
の
み

が
購
入
で
き
る
。
北
海
道
新
幹
線
開
業

後
は
、
新
函
館
北
斗
駅
ま
で
各
駅
利
用

可
能
に
な
る
）

　

観
光
業
の
盛
り
上
が
り
は
、
町
全
体

の
経
済
に
と
っ
て
も
良
い
影
響
を
与
え

る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
点
に
つ

い
て
商
工
会
議
所
副
会
頭
の
小
松
孝
好

さ
ん
に
話
を
伺
っ
た
。

「
今
は
、
倶
知
安
を
訪
れ
る
観
光
客
は

外
国
人
の
方
が
多
い
で
す
が
、
新
幹
線

が
開
業
す
れ
ば
、
国
内
客
の
増
加
が
見

込
め
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
新
幹
線
は

駅
か
ら
駅
、
つ
ま
り
ま
ち
の
中
心
地
ま

で
乗
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

そ
の
利
便
性
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
」

　

来
町
者
の
増
加
に
よ
る
経
済
効
果
を

町
全
体
に
広
げ
る
た
め
に
必
要
な
こ
と

を
次
の
よ
う
に
話
し
て
い
た
。

「
宿
泊
に
伴
う
サ
ー
ビ
ス
は
ひ
ら
ふ
を

中
心
に
充
実
し
て
き
て
い
る
の
で
、
あ

と
は
中
心
市
街
地
の
充
実
で
す
ね
。
今

も
観
光
客
が
中
心
市
街
地
を
散
策
し
て

い
る
様
子
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
そ
れ
は

私
た
ち
が
観
光
コ
ー
ス
を
用
意
し
た
わ

け
で
は
な
く
、
各
店
舗
の
取
り
組
み
な

ど
で
集
客
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。
今
後
、
商
工
会
議
所
と
し
て

組
織
立
っ
て
、
観
光
客
を
引
き
入
れ
る

魅
力
あ
る
施
設
な
ど
を
準
備
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
大
に
つ
い

て
も
、
次
の
よ
う
に
話
し
て
い
た
。

「
北
斗
市
と
倶
知
安
町
を
結
ぶ
二
次
交

通
も
そ
う
で
す
が
、
倶
知
安
町
と
周
辺

市
町
村
と
を
結
ぶ
三
次
交
通
も
大
切
で

す
。
後
志
管
内
は
も
ち
ろ
ん
、
札
幌
、

洞
爺
や
登
別
ま
で
を
見
据
え
て
、
そ
の

中
で
倶
知
安
町
を
含
め
た
周
遊
エ
リ
ア

を
準
備
し
、
そ
れ
ら
を
結
ぶ
交
通
手
段

が
確
立
で
き
れ
ば
、
よ
り
大
き
な
効
果

が
期
待
で
き
る
と
思
い
ま
す
」

　

北
海
道
新
幹
線
の
開
業
と
い
う
大
き

な
チ
ャ
ン
ス
が
目
の
前
に
広
が
っ
て
お

り
、
開
業
効
果
を
倶
知
安
町
に
取
り
込

も
う
と
い
う
動
き
が
始
ま
り
つ
つ
あ

る
。
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▲試験運行の「しりべし号」に乗り込む人たち

開
業
に
寄
せ
る
町
内
の
期
待

▲二川原康平さん

▲小松孝好さん



　

町
で
は
、
平
成
42
年
度
に
予
定
さ
れ

て
い
る
新
幹
線
開
通
に
向
け
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
進
め
て
い
る
。

　

そ
の
一
つ
が
、
官
民
が
連
携
し
て
新

幹
線
開
通
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
を

考
え
る
、
新
幹
線
ま
ち
づ
く
り
検
討
委

員
会
（
以
下
、
委
員
会
）
の
活
動
だ
。

　

委
員
会
が
発
足
し
た
の
は
、
平
成
26

年
11
月
25
日
。
そ
れ
以
前
に
も
町
民

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
は
じ
め
と
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
研
究
・
検
討
が
な
さ
れ
て
お

り
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
よ
り
実
現

性
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
検
討
を
進
め

る
た
め
に
組
織
さ
れ
た
。
今
年
度
の
活

動
と
し
て
、
駅
前
通
整
備
の
方
向
性
を

検
討
し
て
い
る
。

　

新
幹
線
の
駅
舎
は
、
現
在
の
JR
倶
知

安
駅
の
場
所
に
新
し
く
建
て
替
え
る
形

で
建
設
さ
れ
る
予
定
で
、
駅
前
通
は
、

新
幹
線
利
用
客
が
最
初
に
目
に
す
る
ま

ち
の
玄
関
と
も
言
え
る
場
所
で
あ
る
。

新
幹
線
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り

そ
の
た
め
、
魅
力
あ
る
駅
前
通
に
す
る

必
要
が
あ
る
。

　

検
討
を
始
め
た
当
初
は
、
倶
知
安
町

は
国
際
観
光
都
市
で
あ
り
、
新
幹
線
開

業
後
に
は
後
志
観
光
の
玄
関
口
に
な
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
観
光
情
報
の
発
信
強

化
や
二
次
交
通
の
充
実
な
ど
、
観
光
客

視
点
の
意
見
が
多
く
出
さ
れ
た
。
し
か

し
、
現
在
は
住
民
視
点
の
意
見
が
多
く

出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

そ
の
契
機
と
な
っ
た
の
が
、
昨
年
11

月
に
行
わ
れ
た
新
幹
線
ま
ち
づ
く
り
勉

強
会
だ
っ
た
。講
師
の
西
村
浩
さ
ん（
建

築
士
）
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む

た
め
に
必
要
な
の
は
住
民
（
民
間
）
の

力
。
役
場
に
任
せ
る
の
で
は
な
く
、
自

分
た
ち
で
暮
ら
し
を
考
え
、
作
り
上
げ

て
い
く
こ
と
だ
と
話
し
て
い
た
。

　

そ
し
て
、
い
き
な
り
大
規
模
な
再
開

発
を
す
る
の
で
は
な
く
、
小
さ
い
エ
リ

ア
で
に
ぎ
わ
い
を
作
り
出
し
て
い
き
、

そ
れ
を
周
辺
へ
と
広
げ
て
い
く
。「
人

が
集
ま
る
と
こ
ろ
に
市
（
い
ち
）
が
た

つ
」
と
い
う
、
本
来
の
ま
ち
の
成
り
立

ち
を
踏
ま
え
て
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

む
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
西
村
さ
ん
は

こ
の
よ
う
に
話
し
て
い
た
。

　

12
月
に
行
わ
れ
た
委
員
会
で
は
、
倶

知
安
町
の
住
民
に
と
っ
て
も
魅
力
あ
る

駅
前
通
で
あ
る
べ
き
だ
と
い
う
意
見
が

多
く
出
た
。
委
員
か
ら
出
さ
れ
た
意
見

の
中
に
あ
る
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、「
集
ま

る
」「
楽
し
む
」「
歩
く
」
そ
し
て
「
に

ぎ
わ
い
」
の
４
つ
だ
。
人
々
が
気
軽
に

集
ま
れ
る
公
園
や
カ
フ
ェ
、
子
ど
も
か
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ら
お
年
寄
り
ま
で
楽
し
め
る
空
間
、
歩

い
て
回
り
た
く
な
る
魅
力
作
り
な
ど
、

多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
う
駅
前
通
に
し
た

い
と
い
う
声
が
多
く
聞
か
れ
た
。

　

２
月
15
日
の
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ま

で
の
意
見
を
ま
と
め
、
駅
前
通
整
備
の

方
向
性
を
具
体
化
す
る
た
め
の
話
し
合

い
が
行
わ
れ
た
。「
住
民
が
駅
前
通
に

集
ま
る
た
め
に
も
駐
車
場
は
必
要
」、

「
住
民
が
来
た
い
と
思
え
る
場
所
が
必

要
」
な
ど
、
前
回
に
引
き
続
き
、
自
分

た
ち
の
暮
ら
し
を
意
識
し
た
意
見
が
多

く
出
さ
れ
た
。
現
在
の
駅
前
通
の
課
題

を
ど
う
解
決
し
、
ど
の
よ
う
に
活
用
す

る
べ
き
か
と
い
っ
た
、
一
歩
踏
み
込
ん

だ
議
論
も
行
わ
れ
た
。

　

今
年
度
の
委
員
会
の
検
討
結
果
は
３

月
中
に
ま
と
ま
る
予
定
で
あ
り
、
後
日

広
報
紙
な
ど
を
通
じ
て
お
伝
え
す
る
。

ま
た
、
検
討
結
果
は
委
員
会
か
ら
町
長

に
「
提
言
」
と
し
て
渡
さ
れ
る
。

　

委
員
会
の
次
年
度
以
降
の
動
き
は
、

左
表
の
通
り
だ
。

　

新
幹
線
駅
開
業
に
向
け
た
ま
ち
の
在

り
方
に
つ
い
て
、
委
員
長
で
あ
る
佐
藤

裕
さ
ん
に
話
を
伺
っ
た
。

「
委
員
会
で
の
検
討
の
前
提
に
は
、
住

民
が
集
ま
っ
て
初
め
て
活
気
が
あ
る
ま

ち
に
な
る
、
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
人
が
集
ま
れ
る
空

間
が
必
要
だ
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
」

　

そ
れ
に
は
人
々
の
生
活
す
る
場
所
が

必
要
不
可
欠
だ
と
話
す
。

「
人
が
集
ま
る
に
は
、
今
の
駅
前
通
の

よ
う
な
商
業
空
間
に
加
え
、
人
々
が
住

み
、
暮
ら
し
を
営
む
生
活
空
間
と
し
て

の
側
面
も
大
切
で
す
。
駅
前
周
辺
に

人
々
の
暮
ら
し
が
あ
れ
ば
、
子
ど
も
や

そ
の
親
を
は
じ
め
人
々
が
集
ま
り
、
そ

れ
が
活
気
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
」

　

委
員
会
の
今
後
の
検
討
の
方
向
性
に

つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
話
す
。

「
人
が
集
い
、
住
み
た
く
な
る
よ
う
な

ま
ち
に
す
る
た
め
、
駅
前
通
や
駅
舎
を

含
め
た
全
体
を
見
な
が
ら
考
え
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
」

　

特
に
、
若
い
世
代
の
発
想
を
取
り
入

れ
て
い
き
た
い
と
話
す
。

「
15
年
後
の
ま
ち
を
支
え
る
子
ど
も
や

そ
の
保
護
者
、
今
も
駅
前
通
な
ど
で
頑

張
っ
て
い
る
若
い
人
た
ち
の
声
を
も
っ

と
反
映
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い

で
す
。
３
月
末
の
北
海
道
新
幹
線
開
業

を
き
っ
か
け
に
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ
う

な
期
待
を
ま
ち
全
体
で
持
ち
、
共
に
ま

ち
の
未
来
を
考
え
て
い
き
た
い
で
す
」

27
年
度
駅
前
通
整
備
の
方
向
性
検
討

28
年
度
駅
舎
・
駅
前
広
場
整
備
の
方

向
性
検
討

29
年
度
周
辺
地
域
・
道
路
網
の
方
向

性
、
景
観
整
備
の
内
容
・
手

法
検
討

30
年
度
提
言
（
総
ま
と
め
）
の
提
出

▲委員会ではまちの未来を真剣に語り合っている

▲佐藤裕さん
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先
月
号
の
広
報
で
も
伝
え
た
が
、
町

教
育
委
員
会
で
行
っ
て
い
る
子
ど
も
特

派
員
派
遣
事
業
に
お
い
て
、
８
名
の
小

学
5
年
生
た
ち
が
、
新
幹
線
を
テ
ー
マ

に
研
修
を
行
っ
て
い
る
。

　

１
月
13
〜
15
日
に
は
、
北
斗
市
、
青

森
市
、
盛
岡
市
を
訪
問
し
、
関
係
者
へ

の
取
材
や
新
幹
線
駅
の
見
学
な
ど
を
行

い
、
実
際
に
東
北
新
幹
線
に
も
乗
車
し

た
。

　

子
ど
も
た
ち
に
新
幹
線
に
乗
車
し
た

感
想
を
聞
く
と
、多
く
の
子
が
「
速
い
」

「
静
か
」「
座
席
の
間
が
広
い
」
な
ど
、

在
来
線
の
車
両
と
の
違
い
を
口
に
し
て

い
た
。
中
で
も
、
在
来
線
に
乗
る
と
き

は
乗
り
物
酔
い
を
す
る
と
い
う
子
に
話

を
聞
く
と
、「
揺
れ
な
い
と
い
う
の
は

知
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
思
っ
て
い
た
以

上
に
揺
れ
な
く
て
、
全
然
酔
わ
な
か
っ

た
」
と
話
し
て
い
た
。「
新
幹
線
が
来

る
の
が
楽
し
み
」
と
、
期
待
を
口
に
す

る
子
も
い
た
。

　

三
市
へ
の
訪
問
を
終
え
、
現
在
は
、

訪
問
先
で
学
ん
だ
こ
と
を
踏
ま
え
、「
新

幹
線
に
つ
い
て
」「
駅
舎
に
つ
い
て
」「
倶

知
安
町
観
光
プ
ラ
ン
」
の
３
つ
の
テ
ー

マ
に
沿
っ
て
、
３
班
に
分
か
れ
て
壁
新

聞
を
作
成
し
て
い
る
。
そ
の
中
の
「
駅

舎
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
壁
新
聞
を

子
ど
も
た
ち
が
描
く
新
幹
線
が
来
る
ま
ち
の
未
来

作
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
は
、
次
の
よ

う
に
話
し
て
く
れ
た
。

「
駅
の
周
り
に
芝
桜
を
植
え
た
り
、じ
ゃ

が
い
も
畑
を
作
っ
た
り
し
て
、
倶
知
安

町
の
名
物
を
楽
し
め
る
よ
う
に
す
れ
ば

良
い
と
思
う
。
駅
舎
を
含
め
て
町
内
を

巡
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
作
れ
ば
、
観

光
客
も
楽
し
ん
で
く
れ
る
と
思
う
」

　

倶
知
安
町
に
来
る
人
に
、
ま
ち
を
楽

し
ん
で
も
ら
い
た
い
。
子
ど
も
た
ち
が

考
え
る
ま
ち
の
未
来
に
は
、
そ
う
い
う

気
持
ち
が
見
て
取
れ
る
。
壁
新
聞
の
完

成
は
２
月
末
を
予
定
し
て
お
り
（
２
月

15
日
現
在
）、
完
成
し
次
第
、
公
民
館

２
階
ロ
ビ
ー
に
展
示
さ
れ
る
。
ぜ
ひ
一

度
ご
覧
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

　

受
賞
者
の
氏
名
、
学
校
名
、
学
年
は

次
の
と
お
り
。（「
」
内
は
作
品
名
）

〈
絵
画
部
門
〉

●
三
田
小
陽
さ
ん
（
倶
小
１
年
）

　
「
さ
く
ら
な
み
き
の
し
ん
か
ん
せ
ん
」

●
新
井
朝
海
さ
ん
（
倶
小
２
年
）

　
「
タ
ワ
ー
の
あ
る
し
ん
か
ん
せ
ん
」

●
田
口
将
大
さ
ん
（
倶
小
２
年
）

　
「
し
ん
か
ん
せ
ん
動
物
園
」

●
山
田
理
乃
さ
ん
（
西
小
４
年
）

　
「
早
く
来
い
来
い
新
幹
線
！
」

●
堤
悠
真
さ
ん
（
北
陽
小
１
年
）

　
「
ゆ
き
の
ま
ち　

く
っ
ち
ゃ
ん
え
き
」

●
芳
賀
一
葉
さ
ん
（
北
陽
小
１
年
）

　
「
お
花
が
い
っ
ぱ
い
倶
知
安
駅
」

●
廣
坂
杏
珠
さ
ん
（
北
陽
小
２
年
）

　
「
ゆ
め
の
し
ん
か
ん
せ
ん
」

〈
習
字
部
門
〉

●
川
村
瑚
弓
さ
ん
（
倶
小
１
年
）

　
「
ゆ
め
」

●
辻
木
楓
さ
ん
（
倶
小
２
年
）

　
「
走
れ
」

●
萩
原
世
安
さ
ん
（
倶
小
２
年
）

　
「
み
ら
い
」

●
萩
原
天
理
さ
ん
（
倶
小
５
年
）

　
「
希
望
」

●
萩
野
な
つ
美
さ
ん
（
倶
小
５
年
）

　
「
出
発
」

●
宅
間
逸
生
さ
ん
（
北
陽
小
２
年
）

　
「
心
お
ど
る
」

●
宅
間
伊
吹
さ
ん
（
北
陽
小
６
年
）

　
「
隆
々
発
展
」

ま
ち
の
未
来
を
思
い
描
く

　

町
で
は
、町
内
の
小
学
生
を
対
象
に
、

第
１
回
倶
知
安
町
新
幹
線
ま
ち
づ
く
り

絵
・
習
字
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
、
作

品
の
応
募
を
呼
び
か
け
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
「
こ
ん
な
風
に

な
っ
た
ら
い
い
な
新
幹
線
の
あ
る
倶
知

安
」
を
テ
ー
マ
に
、
新
幹
線
が
や
っ
て

き
た
と
き
の
ま
ち
を
想
像
し
、
絵
や
習

字
で
表
し
て
も
ら
い
、
優
秀
賞
に
選
ば

れ
た
作
品
は
、
新
幹
線
の
PR
用
に
展
示

す
る
と
い
う
も
の
だ
。

　

応
募
は
絵
が
20
点
、
習
字
が
31
点
の

計
51
点
で
、
２
月
５
日
に
行
わ
れ
た
審

査
会
に
お
い
て
、
絵
７
点
、
習
字
７
点

が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
た
。
受
賞
し
た
作

品
は
、
役
場
正
面
玄
関
に
設
置
予
定
の

新
幹
線
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
ボ
ー
ド
（
左

画
像
）
の
中
央
に
一
作
品
ず
つ
貼
付
し

て
展
示
す
る
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
倶
知
安
町
に
新
幹

線
が
来
る
ま
で
、
毎
年
行
う
予
定
だ
。

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
ボ
ー
ド
の
作
成

▲壁新聞の作成風景
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つ
な
げ
る
！
広
げ
る
！

倶
知
安　

に
ぎ
わ
い
の

マ
チ
ナ
カ
づ
く
り

　

平
成
42
年
度
に
は
倶
知
安
町
に
新

幹
線
が
来
る
予
定
で
す
。
町
民
一
人

ひ
と
り
が
、
新
幹
線
が
来
る
15
年
後

を
見
据
え
、“

今
か
ら”

ど
の
よ
う

な
暮
ら
し
を
し
て
い
き
た
い
の
か
を

「
考
え
・
行
動
」
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

そ
こ
で
、
11
月
の
勉
強
会
で
も
講

師
を
務
め
た
西
村
浩
さ
ん
を
お
招
き

し
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

な
が
る
講
演
を
し
て
い
た
だ
い
た
後

に
、
3
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
を
加
え
て

駅
前
通
を
テ
ー
マ
に
し
た
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

　

多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

■
日
時
／
3
月
2
日
（
水
）
15
時
〜

■
場
所
／
町
公
民
館
大
ホ
ー
ル

　

入
場
無
料

■
講
師
／
西
村
浩
さ
ん
（
建
築
士
、

　

建
築
会
社
代
表
取
締
役
）

■
申
込
／
不
要
。
直
接
会
場
に
お
越

　

し
く
だ
さ
い

■
詳
細
／
広
報
2
月
号
の
折
込
を
ご

　

覧
く
だ
さ
い

■
お
問
い
合
わ
せ
／
町
建
設
課
新
幹

　

線
ま
ち
づ
く
り
推
進
室

　

☎
56
―
８
０
１
２

第
3
回
新
幹
線
ま
ち
づ
く
り
勉
強
会

　

倶
知
安
駅
開
業
に
向
け
た
工
事
も

着
々
と
進
ん
で
い
る
。
既
に
ニ
セ
コ
町

内
に
築
く
昆
布
ト
ン
ネ
ル
の
掘
削
が
始

ま
っ
て
お
り
、
倶
知
安
町
内
に
築
く

二
ッ
森
ト
ン
ネ
ル
（
下
地
図
参
照
）
に

つ
い
て
も
工
事
業
者
が
決
定
し
、
こ
れ

か
ら
本
格
的
な
工
事
を
進
め
て
い
く
予

定
だ
。

　

倶
知
安
駅
周
辺
の
線
路
に
つ
い
て
、

町
で
は
、
高
架
に
す
る
よ
う
建
設
主
体

の
鉄
道
・
運
輸
機
構
に
求
め
て
い
る
。

新
幹
線
の
線
路
上
に
は
踏
切
が
設
置
さ

れ
な
い
た
め
、
線
路
が
地
上
に
あ
る
と

ま
ち
が
分
断
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
う
な

ら
な
い
た
め
に
は
高
架
が
望
ま
し
い
と

い
う
理
由
か
ら
だ
。
同
機
構
で
も
高
架

化
の
検
討
を
進
め
て
お
り
、
準
備
が
整

い
次
第
、
国
に
要
望
を
出
し
て
い
く
こ

と
に
な
る
。

　

新
幹
線
が
町
内
を
通
る
経
路（
予
定
）

に
つ
い
て
は
、
下
の
地
図
を
参
照
し
て

ほ
し
い
。
国
道
５
号
線
と
並
行
す
る
形

で
線
路
が
敷
設
さ
れ
、
峠
下
付
近
で
交

差
し
、
そ
こ
か
ら
赤
井
川
方
面
へ
と
延

び
て
い
く
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　

少
し
ず
つ
形
に
な
り
始
め
た
、
新
幹

線
が
倶
知
安
町
を
走
る
と
い
う
夢
。
こ

の
夢
が
現
実
に
な
る
こ
ろ
に
は
、
ま
ち

の
様
子
は
大
き
く
変
わ
る
だ
ろ
う
。

　

今
月
末
の
開
業
を
契
機
と
し
て
、
よ

り
良
い
ま
ち
に
す
る
た
め
の
取
り
組
み

を
、
ま
ち
全
体
で
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

着
々
と
進
む
開
業
に
向
け
た
動
き

※経路は現段階のものであり、確定しているわけではありません。今後変更される可能性もあります

地図：鉄道・運輸機構提供

役場役場

国道 5号線国道 5号線

線路線路 至赤井川至赤井川

至ニセコ至ニセコ

至共和至共和

Ｎ


